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＜連絡事項＞

・本日から、作業療法士の林恵美子さんがローテーションの為一週間西病棟業務に入りますので宜しくお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・寺地　利代子様～下肢の疼痛訴えている事から、ナパゲルン軟膏一本、アスモロール一袋処方となっています。ナパゲルンとアスモロールを同じ箇所にしないようにしましょう。痛みが、広範囲の場合はナパゲルンを使用し、部分的な痛みの場合はアスモロールを使用していきましょう。

作業療法士より、土、日曜日の余暇に編み物を行いたいとの希望で行っていましたが、編み方が教えていたのと違っていたり、完成した品を他患者様(中村マス様)へあげたりし、作業療法士との約束事が守れていない事から、本日から禁止となっています。今後、作業棟から帰る際に勝手に持ち帰る可能性がある為、注意していきましょう。

・宮本　建蔵様～本日、皮膚科受診し、疥癬疑いでオイラックスBB軟膏（鎮痒消炎剤）を継続使用となっています。野沢Drより少し様子を見たいとの事で４日(火)・６日(木)に再度皮膚科受診をするようにとの事です。対応は今までどうりで、部屋は、隔絶対応、入浴は最後となっています。

・松橋　清子様～本人より、あんぱん以外のパンを禁止にしてほしいとの希望聞かれています。５日(水)の診察時に主治医へ確認して下さい。

· 神代　達也様～Aユニットの貴重品ロッカーにて現金を保管して頂く予定となっていま　　　　　　　す。鍵番号はE204番となっています。

＜Dr田名部担当患者様診察状況＞

・豊川　明男様～自己臭によって人が集まる場所に行く事が出来ないと訴える事が多いです。食事についても、3日前からレストランで摂る事も困難となっており、自己臭について、他者から指摘された事は、入院してから1ヶ月前程前に一度あったとの事です。「癌の告知のように、はっきりしてもらった方が良いっていう人がいるのと同じでこういう風に臭いがしますよと言われた方が本人は楽です」と話しています。作業に行って「周囲を不快にさせている」と思ってしまうとの訴えも聞かれています。対人恐怖症的自己臭妄想に対して重点的に治療する必要あります。

主治医より、病棟ホールでの食事摂取は可とするが、配膳、下膳は自分で行う事と話しあり本人納得されています。なるべくレストランで摂取して頂くようにその都度促して行きましょう。

　　　　　　　→12/4日朝からアナフラニール(精神神経用剤)臨時処方となっています。

・堀越　由紀子様～昨日、朝から脈拍が120程度あり、それを聞いて不安になる事があった様子で、その後、休んでいたが、午前中のプログラムの声掛けあったが、出られそうに無かった為、断った所スタッフから強く勧められるなどの事があったと訴えありました。以前と同様の精神症状(転換性)をしたものと考えられます。過呼吸、無呼吸症状を繰り返していたが、酸素投与を指示し東病棟合併症で一時経過をみています。23時には回復しています。不調時、無理せずプログラム等を休んでも良いと主治医より説明受けています。

→ユーパン(催眠鎮静剤)は12/4日昼から追加処方とし、抗不安作用を強めていくようにする。

・神代　達也様～アルコール依存症治療プログラムが終了してからも、入院期間が延長となったため、引き続き週3回の外出を盛り込んでプログラム継続しています。昨日も、表情良く外出散歩を行っていますが、預かり金の事で納得して無い様子もみられており末政PSWと話をされています。本人も外出に関して内観と同じくらいの自己の振り返りができている様で、断酒に向けての意志も強化されていると話されています。今後、飲酒に代わる自分の気分転換とかやすらぐ時間を持っていくことが大事と話し合っています。本人から、「退院がずれ込む事を他の患者様に言わないで下さいあまり知られたくないので」とスタッフに話してきています。引き続き、外出をして様子を見ていくとの話しあります。

・田端　テル様～不安表出の症状はなく、精神症状面では落ち着いて過ごしています。歩行時に小刻みにやや前傾姿勢となる事みられて折り薬野副作用の可能性もあり、次回定期処方の変更を考えていく。夜間睡眠はとれており、右上腕の疼痛はまだ訴えみられています。アスモロール処置で様子観察としています。引き続き、移動の際や状態観察を行っていきましょう。

＜看護度評価＞

・巴　勇樹様（28）　統合失調症・中度知的障害　任意入院　西Ｂユニット・31号室

担当：川端Dr　佐々木(美)Ns・佐々木(弘)CW

・平成19年4月、東ＡユニットからＢユニットへ移動となっていますが、女性患者様をトイレへ連れ込むことあり、再びＡユニットへ移動となっている。その後は他者への過度な接触はなく過ごされている。平成19年11月27日、他者への迷惑行為や問題行動がなく過ごす事出来ている為、東Ａユニットから東Ｂユニットへ移動となり、平成19年11月29日、症状鎮静好転化し、西Ｂユニット31号室へ転入となっています。

→　現在の問題点は、女性患者様への過度な接触があり適度な距離を保てないことと、嗜好品（煙草、菓子）の過剰摂取があり自己管理できないことがあるため、症状に対し断続的な観察が必要であり、日常生活に対しては必要に応じた指導が必要である事からB－Ⅲとしています。

